
交
流
分
析
で
は
、
あ
く
ま
で
も
Ａ
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
。

池
見
酉
次
郎
氏
は
著
書
「
続
・
心
療
内
科
」
の
中
で
、
こ
の
よ
う

な
「
西
欧
的
自
我
」
で
な
く
、
絶
対
に
主
体
的
で
孤
独
な
「
本
当

の
自
分
」
と
自
分
を
支
え
る
大
自
然
の
中
に
と
も
に
あ
る
あ
ら
ゆ

る
存
在
者
と
の
連
帯
感
に
立
つ
「
東
洋
的
自
我
」
の
確
立
こ
そ
心

身
医
学
的
ゴ
ー
ル
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
霊
性
の
開
発

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
霊
性
が
開
発
さ
れ
た
時
始
め
て
自
我
の

融
合
・
統
一
が
な
さ
れ
、
感
情
も
欲
望
も
、
更
に
は
知
性
ま
で
も

そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
で
発
現
す
る
。
こ
れ
は
、
小
乗
で

二
乗
の
果
が
求
め
ら
れ
、
大
乗
そ
れ
も
法
華
経
へ
来
て
始
め
て
開

三
顕
一
が
説
き
明
か
さ
れ
た
状
況
に
似
て
い
る
。
こ
の
時
、
心
は

四
面
体
か
ら
球
体
へ
と
変
容
し
円
満
な
姿
を
表
す
。
こ
の
原
理
を

信
心
・
行
法
・
行
事
等
に
あ
て
は
め
て
、
世
界
に
通
用
す
る
行
学

不
二
の
宗
教
つ
ま
り
、
知
目
行
足
の
知
が
行
の
目
と
な
り
、
行
が

知
の
足
と
な
る
、
科
学
と
も
矛
盾
し
な
い
宗
教
を
期
し
た
い
と
思

為
ノ
。

明
治
二
八
年
、
台
湾
は
日
本
の
領
有
に
帰
す
る
が
各
地
で
武
装

抗
日
斗
争
が
執
幼
に
反
復
さ
れ
た
。

林
小
猫
、
鄭
青
、
林
玉
衡
、
何
鉄
虎
、
黄
選
、
簡
施
玉
、
簡
義
、

陳
法
、
胡
嘉
猶
、
陳
秋
菊
、
簡
大
獅
、
察
清
琳
、
劉
乾
、
黄
朝
、

羅
福
星
、
李
阿
斉
、
陳
阿
栄
、
張
火
炉
、
羅
嗅
頭
、
林
老
才
等
々

を
中
心
代
表
と
す
る
事
件
が
頻
発
し
、
大
正
四
年
に
は
余
清
芳
を

首
謀
者
と
す
る
か
の
西
来
庵
事
件
が
発
覚
し
翌
年
鎮
定
さ
れ
検
挙

者
一
九
五
七
名
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
者
八
六
六
名
と
い
う
陰
惨

な
結
果
を
ゑ
た
。
辛
亥
敢
命
に
触
発
さ
れ
、
神
託
を
利
用
し
て

斎
堂
の
組
織
に
よ
っ
て
斎
友
を
癖
動
し
た
革
命
運
動
は
挫
折
し
た

が
、
宗
教
界
に
与
え
た
影
響
は
甚
大
で
あ
り
、
こ
の
事
件
を
契
機

と
し
て
斎
教
徒
の
多
く
は
日
本
の
曹
洞
宗
、
臨
済
宗
に
保
護
を
求

め
た
。

当
時
、
曹
洞
宗
が
中
心
と
な
り
成
立
さ
せ
た
愛
国
仏
教
会
台
南

仏
心
社
宗
教
聯
合
約
束
章
程
の
六
条
に
「
籍
神
仏
名
号
誘
蛎
愚
民

財
物
…
」
七
条
に
「
蔑
視
官
長
誹
誇
時
政
舷
異
衿
奇
握
造
邪
説

台
湾
仏
教
に
お
け
る
今
昔

岡
田
栄

Ⅱ溜
り90，
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惑
世
謹
民
・
・
・
」
と
あ
っ
て
斎
教
徒
の
行
動
を
監
視
し
為
政
者
に
対

す
る
反
抗
を
抑
圧
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

日
蓮
宗
の
台
湾
開
教
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
九
年
六
月
、
渡
辺

日
雄
師
が
台
湾
駐
在
布
教
師
に
任
命
さ
れ
三
五
年
満
期
さ
れ
た
。

三
○
年
身
延
七
七
世
物
部
日
厳
大
僧
正
か
ら
台
湾
島
第
一
布
教
所

へ
本
尊
を
授
与
さ
れ
星
降
り
妙
純
寺
三
六
世
権
僧
正
日
毅
師
（
脇

田
尭
惇
）
か
ら
祖
像
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
法
華
寺
の
総
代
、
池
上

政
吉
氏
の
談
話
に
よ
れ
ば
「
法
華
寺
は
佐
野
是
秀
師
に
よ
っ
て
開

か
れ
、
佐
野
師
は
渡
辺
英
明
師
と
一
緒
に
二
九
年
六
月
渡
台
さ
れ

最
初
の
う
ち
は
新
竹
で
布
教
さ
れ
て
い
た
が
、
後
台
北
に
来
ら
れ

れ
、
そ
の
頃
台
北
で
布
教
さ
れ
て
い
た
赤
井
日
蘇
師
の
あ
と
を
受

け
て
若
竹
町
に
庫
裡
を
新
築
、
明
治
四
二
年
頃
で
し
た
。
法
華
寺

を
公
称
し
た
の
は
大
正
六
年
四
月
、
九
月
に
本
堂
が
…
」
（
西
川

満
生
死
の
海
）
法
華
寺
は
開
山
は
佐
野
是
秀
（
精
研
院
日
理
）

二
代
は
岡
田
栄
源
（
慈
照
院
日
慢
）
三
代
は
沖
原
龍
進
（
唱
導
院

日
海
）
で
終
結
し
、
庫
裡
は
爆
撃
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
た
が
、
山

門
、
宝
塔
、
本
堂
、
位
牌
堂
に
面
影
を
の
こ
し
て
い
る
。

基
隆
・
蓮
光
寺
、
台
南
・
妙
経
寺
、
台
中
・
安
国
寺
、
宜
蘭
、

新
竹
、
嘉
義
、
高
雄
、
花
蓮
港
に
所
在
し
た
布
教
所
は
現
存
し
な

い
。

日
本
が
中
国
大
陸
に
武
力
進
出
を
開
始
し
た
昭
和
一
二
年
七
月

以
限
、
台
湾
人
の
内
応
、
反
乱
を
危
慎
し
て
皇
民
化
が
主
張
せ
ら

れ
、
旧
慣
の
寺
廟
を
廃
止
統
合
し
、
神
明
会
、
祖
公
会
を
解
散
、

各
街
庄
に
神
社
の
摂
社
末
社
を
建
立
し
台
湾
人
の
家
庭
の
正
庁
に

伊
勢
神
宮
の
大
麻
を
奉
祀
す
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
、
日
本
語
家
庭

の
検
定
に
あ
た
り
、
配
給
物
の
差
別
に
よ
り
誘
引
す
る
な
ど
、
生
活

の
万
般
に
わ
た
っ
て
皇
民
化
運
動
が
促
進
強
化
せ
ら
れ
た
。
昭
和

一
三
年
、
台
湾
神
社
に
隣
接
し
て
国
民
精
神
研
修
所
が
俊
工
し
、

僧
侶
ま
で
が
、
神
職
宮
司
の
指
導
に
よ
っ
て
ミ
ソ
ギ
を
実
修
さ
せ

ら
れ
る
と
い
う
暴
挙
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
○
年
八
月
、
日
本
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
植
民
地
的
制
約
う

が
排
除
せ
ら
れ
る
に
及
び
、
旧
来
の
諸
宗
教
は
漸
次
回
復
し
、
寺
籾

廟
の
重
修
、
新
建
は
雨
後
の
春
筍
の
如
く
興
起
し
た
。
民
国
五
二
く

年
松
山
・
慈
祐
宮
、
五
三
年
彰
化
、
南
端
宮
、
五
六
年
樹
林
・
済

安
宮
、
中
瀝
、
仁
海
宮
…
五
七
年
台
南
県
・
南
鰻
網
代
天
府
、
台

南
市
安
南
区
土
城
の
台
南
正
統
鹿
耳
門
聖
母
廟
で
は
六
四
年
頃
か

ら
約
六
億
元
の
工
費
を
以
て
建
築
中
で
あ
る
。
以
上
は
単
な
る
数

例
に
す
ぎ
な
い
。
民
国
五
七
年
民
国
政
府
内
政
部
は
「
改
善
民
間

祭
典
節
約
辨
法
」
を
頌
布
し
寺
廟
の
商
業
化
、
祭
典
費
の
浪
費
を

糾
正
し
、
六
八
年
六
月
十
四
日
の
行
政
院
会
に
於
て
「
寺
廟
教
堂

条
令
」
が
通
過
し
、
立
法
院
に
於
て
転
請
さ
れ
た
。

台
湾
の
九
大
教
派
は
、
道
教
、
仏
教
、
回
教
、
理
教
、
天
理
教
、



軒
嘘
教
、
大
同
教
、
天
主
教
、
基
督
教
、
…
政
府
に
禁
止
さ
れ
た

邪
教
と
し
て
は
、
白
蓮
教
、
摩
門
教
、
一
貫
道
、
真
空
教
、
存
在

教
、
救
世
教
、
夏
教
、
天
宮
教
、
望
教
、
生
長
之
家
、
創
価
学
会
、

鴨
蛋
教
、
大
被
教
、
な
ど
百
余
種
の
多
き
に
及
び
台
湾
人
の
信
仰

に
対
す
る
熱
烈
さ
を
推
知
し
得
る
。
近
年
、
新
港
飴
で
有
名
な
雲

林
県
新
港
郡
で
裸
女
教
が
出
現
し
、
風
俗
に
害
あ
り
と
し
て
取
締

を
う
け
た
。

台
湾
に
於
け
る
宗
教
は
好
余
曲
折
の
歴
史
を
、
色
濃
く
反
映
し

て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

政
権
と
密
着
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
伝
来
の
基
督
教
会
は
潰
滅
し

政
権
と
無
縁
の
イ
ス
。
〈
’
一
ァ
伝
来
の
天
主
教
、
英
国
の
長
老
教
会

は
今
以
て
健
在
で
あ
る
。
日
銀
時
期
、
土
匪
の
一
味
と
し
て
処
刑

さ
れ
た
無
名
の
戦
士
も
、
光
復
後
に
於
て
は
抗
日
義
勇
軍
の
志
士

と
し
て
崇
敬
の
対
象
と
な
る
。
光
復
後
の
、
台
湾
の
仏
教
に
つ
い

て
若
干
の
特
色
を
略
記
す
れ
ば
、
戒
律
を
重
視
し
な
い
日
本
仏
教

の
影
響
か
ら
脱
却
す
る
た
め
伝
戒
を
重
視
し
た
こ
と
、
寺
廟
に
本

末
の
関
係
が
な
く
僧
尼
に
階
級
の
上
下
が
な
く
平
等
で
あ
る
こ
と

を
自
負
し
て
い
る
こ
と
、
日
本
と
同
様
に
年
少
者
の
出
家
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
、
反
対
に
住
持
の
八
割
を
尼
僧
が
占
め
て
い
る
こ

と
は
今
後
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
高
雄
仏
光
山
に
あ
る
東
方
仏
教
学

院
は
出
家
者
の
教
養
の
向
上
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
再

三
再
四
の
猛
運
動
に
も
拘
ら
ず
、
未
だ
政
府
公
認
の
大
学
と
な
っ

て
い
な
い
。

台
湾
仏
教
の
前
途
は
ま
さ
に
多
事
多
難
で
あ
る
。

（
一
九
七
九
・
十
一
・
塙
）

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
真
の
文
化
の
源
泉
は
「
霊
性
」
（
島
①
の
鷲
‐

（
「
日
本
的
彼
蠅
』

晨
呂
丙
①
群
》
の
凰
騨
）
で
あ
る
。
鈴
木
大
拙
博
士
の
創
唱
を
ま
つ

（
場
波
文
距
所
収
参
照
さ
れ
た
と

ま
で
も
な
く
、
人
間
生
活
の
す
べ
て
の
営
み
の
源
泉
で
あ
る
こ
と

は
誰
人
も
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
人
間
の
知
情
意
の
根
本

機
能
と
し
て
の
霊
性
こ
そ
、
人
類
文
化
の
源
泉
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
。
我
々
は
改
め
て
現
段
階
に
於
て
、
霊
性
の
重
要
性
を
問
い
直

す
秋
に
至
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
東
西
文
化
の
交
流
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
我
国
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
間
に
も
、
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
の
諸
分
野

・
芸
術
や
経
済
の
交
流
は
稔
り
多
い
も
の
が
あ
っ
た
。
然
る
に
霊

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
修
道
院
訪
問
と

霊
性
の
交
流

町
田
是
正
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